
「寺院全廃」という、もっとも徹底された鹿児島県における出発点は、
ごく一部の藩士たちの建議にすぎなかった。
150年前の日本がたどった道と、ＳＮＳでの情報発信には意外な接点があった。
「いま」を映しだす鑑として、「日本宗教史上の大事件」の本質を検証する。
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